








神奈川県では昭和 44 年頃の県内出生児の 1 割に相当する約 14,000 人の児の追跡調査を,

異常児成因調査として行った。母親の属性や生活条件が先天異常の発生にどの程度寄与し

ているかを知りたかったからである。その結果ある程度の知見を得ている。 

この成果が正しくかつ多くの母性に伝えられなければ意味がないと考えられるので,現在

行政的にどのような機会が設けられ,どの程度利用されているかを知らなければならない。

こうした意図で現行母子保健施策の状態を調査した。 


